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      会 議 録 要 旨       
 

 
第 3回  八王子市下水道使用料等懇談会 

日 時 令和 7年（2025年） 10月 17日（金） 午前 10時 00分～12時 00分 

場 所 八王子駅南口総合事務所  会議室 

出

席

者

氏

名 

参加者 

                                                  

資料 1のとおり 

 

事務局 

環境部下水道課 課長補佐兼主査 上條 憲一 

環境部下水道課 主任 佐々木 崇雄 

環境部下水道課 主任 松井 由美子  

環境部下水道課 主任 小倉 健弥 

環境部下水道課 主事 中里 僚汰 

欠席者氏名 なし 

議 題 使用料体系の考え方について 

公開・非公開の

別 
公開 

非公開理由 ― 

傍聴人の数 なし 

配付資料等 

次 第                                              

資料 1：懇談会参加者名簿  

資料 2：これまでの取組について 

資料 3：使用料体系の考え方 
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会議の内容 

次第 1 開会 

 

次第 2 議題 

(1) （1）前回の振り返り 

第 2回の資料を基に前回の内容の振り返りを行った。 
 

（2）使用料体系の考え方について 

事務局より資料 3「使用料体系の考え方」について説明。 

 

（3）意見交換 

【座長】 

事務局から説明があったが、参加者の皆様から質問や意見があれば伺いた

い。 

 

【参加者】 

下水道使用料として 17億円の収入が必要となる考え方、および平均改定率

20.6％の算出方法についてご教示いただきたい。 

 

【事務局】 

17億円という金額は、令和 16年度の経営戦略において必要とされるもので

ある。将来的な見通しとしては、人口減少に伴い必要な収入は減少する見

込みである。一方で、費用については物価高騰などにより増加する見込み

である。 

平均改定率の計算方法については、12頁に記載の現行使用料体系と新使用

料体系を比較して算出している。 

具体的には、現行使用料体系である「基本使用料 560円に、従量使用料の

単価 110円・140円…を加えた合計額」と、新使用料体系である「基本使用

料 800円に、従量使用料の単価 125円・160円…を加えた合計額」、この両

体系の合計額の増減を比較することで、平均改定率を求めている。 

 

【参加者】 

どこに負担をさせるかという話であるが、大口契約者への負担を大きくす

ると、市外へ流出する可能性がある。一方で、ボリュームゾーンである小

口契約者への負担が大きくなることになるが、使用料体系のパターン 2、パ

ターン 4も良いのではないかと思う。 

 

【産業振興推進課長】 

大口契約者に対する負担が大きく、大口使用者の需要変動リスクを計算し

たうえで累進使用料制を採用しているが、使用料改定にあたり、このリス 

クをどのように考えているのかお伺いしたい。 
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会議の内容

  

【下水道経営総務担当課長】 

累進度は他市と比較するとそれほど高くないものの、リスク部分につい

て、今回の使用料改定においてどのように反映させるかが課題であると考

える。 

 

【産業振興推進課長】 

平成 24年、令和 3年の国の統計によると、本市では企業数が約 1,300社

減少している(約 10％)。さまざまな要因が考えられるが企業を支援する立

場として、他市と比較して過度な負担とならないことや、企業誘致の際に

下水道使用料という費用面で他市との競争が生じる点も重要である。 

 

【参加者】 

下水道に関する議論だと思うが、水道料金の改定は予定されているのか。 

 

【事務局】 

現時点では、そのような話は聞いていない。 

 

【参加者】 

浄化槽利用区域について、市全体のコストを踏まえた場合、現行の浄化槽

事業を継続するのと、新たに下水道を整備するのとでは、どちらがよりコ

ストは効率的であるのか。 

 

【事務局】 

下水道事業の整備段階において、当初は現在の浄化槽区域も一定の区域で

下水道整備を計画していた。しかし、山間部に行くほど人口密度が低下し、

下水道管を延伸しても、それに見合う使用料収入が見込めない状況であっ

た。このため、平成 16年に下水道整備区域を見直し、浄化槽区域へ切り

替えて整備を行った。 

 

【参加者】 

浄化槽使用料体系について、パターン 1は「人槽の処理水量によって水道

使用料と同程度の金額設定」、パターン 2は「下水道使用料の平均改定率

と同率の金額設定」となっている。パターン 2の方が公平感があるように

思うが、なぜパターン 1を提示案としているのか。 

 

【事務局】 

浄化槽を稼働させるためのブロワの電気代も加味して検討している。 

また、設置当初は 5人槽であっても、少子高齢化により世帯人数が減少し、

現在では人槽以下の人数で使用するケースが多くなっている。 
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会議の内容 

そのため、5人と同じ下水道料金水準に設定すると、パターン 2では負担

が過大になってしまう。 

 

【参加者】 

浄化槽事業の収益と費用を比較すると、現状では約半分しか回収できてい

ないが、浄化槽事業の赤字を公共下水道事業から補てんし、これを浄化槽

事業の収益として計上しているため、事業自体は適切に運営されているよ

うに見える。そのため、今後は示し方について検討する必要がある。 

 

【参加者】 

下水道使用料体系のパターンについて、懇談会第 1回から第 3回までの説

明を踏まえると、パターン 2またはパターン 4が妥当であると思う。 

 

【参加者】 

下水道使用料の改定について、市民は負担額に強い関心を持っている。 

今回示された金額であれば、納得いただけるのではないかと思う。 

 

【参加者】 

下水道使用料の請求については、水道料金と一緒に請求されるため、内容

を十分に理解していない市民が多く見受けられる。この点を考慮し、報告

の仕方や SNSなどを活用した周知方法を検討する必要がある。 

 

【事務局】 

本市の公式 LINEなど、様々な媒体を活用して、情報を発信していきたい

と考えている。 

 

【参加者】 

企業と連携した広報活動も検討できるのではないか。 

 

【産業振興推進課長】 

維持管理負担金が増加し、今後の人口減少に伴い将来的な収入の減少も見

込まれることから、「だから使用料を値上げします」という説明だけでは

理解を得ることは難しいと考える。 

そのため、費用面でも工夫して減少させなくてはならないと思うが、どの

ように考えているのか。一方で、人口減少により使用者・使用量が減るこ

とによって費用の負担か自然に減少していくのか、この 2点についてお伺

いしたい。 
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会議の内容 

【下水道経営総務担当課長】 

1点目については、企業努力にあたる部分であり、維持管理をどのように

効率化し経費をどの程度抑えられるかが重要なポイントになると考える。

2点目については、排出水量が減少すれば処理水量も減り、それに伴い高

度処理に使用する薬品量も減少すると考える。 

 

【事務局】 

下水道は市街地など人口密度の高い地域でこそ機能する。しかし、人口が

減少すると採算が取れなくなり、コスト回収には長い年月を要する。ダウ

ンサイジングが可能であれば、コストを削減できると考える。 

 

【下水道経営総務担当課長】 

浄化槽は、赤字を十分に補えていない。長期的な視点で見ると、浄化槽の

方が効率的であるという見方もある。そのため、管の更生を行う際には、

浄化槽への切り替えを検討するという選択肢が生じる場合もある。 

 

【参加者】 

下水道管と浄化槽では、耐用年数などの観点からどちらがいいのか。 

 

【事務局】 

標準的な耐用年数は、下水道管は 50年、浄化槽は 25～30年とされている。 

 

【参加者】 

浄化槽の設置は、個人が行うものなのか、それとも市が設置しているもの

なのか。 

 

【事務局】 

浄化槽区域については、下水道管を布設する代替として市が浄化槽を設置

している。 

 

【参加者】 

下水道の使用料改定については、これまでの経緯、他市との比較、その上

でパターン 4を採用した経緯を、使用者に納得いただけるよう明確に示す

ことが重要である。 

 

【参加者】 

決算では内部留保が 30億円あるが、将来のための積立であることは理解

できる。市民からは「これだけ貯金があるのに、なぜ使用料を値上げする

のか」と疑問を持たれる可能性があるのではないか。 
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会議の内容 

【下水道経営総務担当課長】 

企業の存続は、単年度の収支だけで判断できるものではない。内部留保が

確保できなくなれば、企業としての運営が困難になる時期がタイミングと

考えられる。ギリギリまで大丈夫なのか。現在どの程度の資金が確保され

ているのかについて、資料を提示していきたいと考えている。 

 

【参加者】 

議決後、使用料の引き上げは何か月後に実施されるのか。 

 

【下水道経営総務担当課長】 

議決後、システム改修や周知期間として、およそ半年を要する予定である。 

 

【座長】 

下水道事業は、費用構造に占める固定的経費の割合が高く、必要な費用は

使用水量にかかわりなく、基本使用料で回収することが望ましいとされて

いる。しかし、八王子市の現状は、基本使用料収入が、全体の２７％にと

どまっており、従量使用料に依存した使用料体系となっている。受益者負

担の公平性の確保と安定経営の確保を両立させた制度への見直しに向け、

基本使用料の改定幅を検討する必要がある。             

また、使用料体系は、受益者負担の原則から、使用者に公平な負担を求め

る必要がある。従量使用料における累進度の設定にあたっては、使用水量

区分ごとの使用者分布の実態を踏まえつつ、使用者間の負担の公平性の観

点に留意しながら、区分ごとの改定率をどのように設定すべきか検討する

必要がある。 

 

【座長】 

本日も活発な議論をして頂き感謝する。次回１１月２８日が、最後の懇談

会となる。本日の諸論点についても継続して議論することになるが、よろ

しくお願いする。 

これで本日の懇談会を終了する。 

 

次第 3 事務連絡 

次回以降の日程について 

【事務局】 

次回、第４回懇談会の日程は、１1月 28日（金）の 10時から 12時を予定

している。 

 

次第 4 閉会 

 

 


